
泉区連合自治会町内会長会 10 月定例会 

 

開催日時 令和８年 10月 19日（月） 
14:30～  

 

１ 市連会 10月定例会報告事項 

(１) 
横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会の開催及び「ヨコハマ 18 コレクシ

ョン」参加者募集への協力について    

 【脱炭素・GREEN×EXPO推進局】 

・・・・・・・・・・・・・・〔依頼報告事項(9)で説明〕 

(２) 年末年始の資源とごみの収集日程について 

 【資源循環局】 

・・・・・・・・・・・・・・〔依頼報告事項(5)で説明〕 

(３) 横浜みどりアップ計画[2024-2028] ２年目の実績報告について 

 【みどり環境局・総務局】 

・・・・・・・・・・・・・・〔依頼報告事項(4)で説明〕 

 

２ 依頼報告事項 

(１) 泉区の治安情勢等について 情報提供 

（担当・説明：泉警察署） 資料１ 

 

 

(２) 第 40 回泉区青少年フェスティバル出演者募集にかかるポスターの掲出

について 
掲出依頼 

（担当・説明：泉区青少年指導員協議会） 資料２★ 

＜広報よこはま掲載：なし＞ 

 

泉区青少年指導員協議会が主催する「第 40 回泉区青少年フェスティバル」の開催に際し、出

演者および司会者を募集します。広報周知のため、各自治会掲示板へのポスター掲示をお願い

します。 

 

◆依頼事項  

自治会町内会長への掲出依頼です。 

 

(３) 令和８年度日本赤十字社会費（活動資金）実績及び地区交付金について 報告 

（担当・説明：泉区社会福祉協議会） 資料３★ 

＜広報よこはま掲載：なし＞ 

 

令和８年度日本赤十字社会費（活動資金）募集のお礼と地区活動費・地区還元金の交付につ

いて報告します。 

 

 

 

 

 



(４) 横浜みどりアップ計画[2024-2028]２年目の実績報告について 情報提供 

（担当・説明：みどり環境局戦略企画課） 資料４★ 

＜広報よこはま掲載：あり（１月号）＞ 

 

 「緑豊かなまち横浜」を次の世代に引き継いでいくために、「横浜みどり税」を財源の一部と

して活用させていただきながら「横浜みどりアップ計画」を推進しています。横浜みどりアッ

プ計画[2024-2028] の２年目となる 2025 年度を振り返り、取組の成果を事業報告書にまとめ

ましたのでご報告いたします。 

 

(５) 年末年始の資源とごみの収集日程について 協力依頼 

（担当：資源循環局業務課・説明：資源循環局泉事務所） 資料５ 

＜広報よこはま掲載：あり（12月号）＞ 

 

 年末年始の資源とごみの収集は、12 月 31 日（木）から１月３日（日）まで、お休みさせて

いただきます。 

 今年度も昨年度同様チラシの班回覧については中止し、各自治会・町内会掲示板へのチラシ

掲出依頼とします。11 月下旬に、各自治会・町内会へチラシを配送させていただきますので、

御協力よろしくお願いいたします。 

 そのほか、各集積場所への収集日程表の貼付や、広報よこはま 12 月号（市版）への掲載によ

り、市民の皆様にお知らせしてまいります。 

 

◆依頼事項  

自治会町内会長への協力依頼です。 

 

(６) 住宅用火災警報器の抽選配布について 周知依頼 

（担当・説明：泉消防署総務・予防課） 資料６★ 

＜広報よこはま掲載：あり（11月号）＞ 

 

 秋の火災予防運動の取組みの一環として、泉区在住の 70 歳以上の方を対象に、住宅用火災

警報器を抽選配布します。 

 

◆依頼事項  

自治会町内会長への周知依頼です。 

 

(７) 「火災予防運動」実施に伴う防火ポスター掲示依頼について 掲出依頼 

（担当・説明：泉消防署総務・予防課） 資料７★ 

＜広報よこはま掲載：なし＞ 

 

夏休みの課題で子どもたちが作成してくれた絵を元に「火災予防運動ポスター」を作成しま

した。つきましては掲示板等へ掲出していただき、火災予防の啓発にご協力をお願いいたしま

す。 

 

◆依頼事項  

自治会町内会長への掲出依頼です。 

 



(８) 「令和８年度泉区人権啓発・認知症普及啓発講演会」の開催について 周知依頼 

（担当・説明：泉区総務課） 資料８★ 

＜広報よこはま掲載：あり（11月号）＞ 

 

令和８年 12 月 15 日（火）14 時から泉公会堂で「令和８年度泉区人権啓発・認知症普及啓発

講演会」を実施します。 

 

講師：安藤 和津 氏（エッセイスト・コメンテーター） 

テーマ：明日を素敵に生きるには 

～認知症とともに、誰もが自分らしく暮らせる泉区へ～ 

 

◆依頼事項  

自治会町内会長への周知依頼です。 

 

(９) 横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会の開催及び「ヨコハマ

18コレクション」参加者募集への協力について 
情報提供 

（担当：脱炭素・GREEN×EXPO推進局 GREEN×EXPO推進課・ 

説明：泉区区政推進課） 

資料９★ 

＜広報よこはま掲載：あり（10月号）＞ 

 

 「横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会」を開催し、横浜市出展「つなぐ横浜館」

「つなぐ横浜フィールド」の名称や、市主催催事「YOKOHAMA GREEN CHALLENGE 

WEEK」「ヨコハマ 18 コレクション」などの概要を発表しました。あわせて、「ヨコハマ 18 コ

レクション」のステージパフォーマンス参加者を 12 月 28 日まで募集しています。 

 

(10) 横浜市都市計画マスタープラン泉区プラン改定にかかるアンケートに 

ついて 
協力依頼 

（担当・説明：泉区区政推進課） 資料 10★ 

＜広報よこはま掲載：あり（10月号）＞ 

 

横浜市都市計画マスタープラン泉区プラン改定にかかるアンケートの協力をお願いいたします。 

 

◆依頼事項  

自治会町内会長への協力依頼です。 

 

(11) 深谷通信所跡地中央広場活用イベント 情報提供 

（担当・説明：泉区区政推進課） 資料 11★ 

＜広報よこはま掲載：あり（11月号）＞ 

 

 平成 28 年 10 月にオープンした「深谷通信所跡地中央広場」において、広々としたはらっぱ

を活用し、様々な啓発のためのイベントを開催いたします 

 

 

 

 



(12) 自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金の受付再開について 情報提供 

（担当：市民局地域活動推進課・説明：泉区地域振興課） 資料 12★ 

＜広報よこはま掲載：なし＞ 

 

 令和８年度「自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金」について、受付を再開することとな

りましたのでご案内します。 

 

(13) 泉区制 40周年及び横浜グリーンエクスポデザインマンホールふたの 

設置について 
周知依頼 

（担当・説明：泉土木事務所） 資料 13★ 

＜広報よこはま掲載：あり（11月号）＞ 

 

泉区制 40 周年記念デザインマンホールの設置及び関連イベントの実施並びに横浜グリーン

エクスポデザインマンホールの設置について周知する。 

 

◆依頼事項  

自治会町内会長への周知依頼です。 

 

(14) 泉土木管内工事について 情報提供 

（担当・説明：泉土木事務所） 資料 14 

 

 

(15) 火災・救急状況について 情報提供 

（担当・説明：泉消防署） 資料 15 

 

 

 

11月定例会 日時：令和８年 11月 19日（木）午後２時 00分から 

会場：４ＡＢＣ会議室 
★は郵送による各会長への配送 ●は他のルートで配送します。 

 

 



 

（案） 

 

令和８年 10月 19日 

自治会町内会長 様 

泉区地域振興課 

令和８年度 10月分資料の送付について（御連絡） 

 

日頃から区政及び市政の事業推進に御協力いただき厚くお礼申しあげます。 

10月 19日付開催の泉区連合自治会町内会長会定例会に基づき、10月分の資料を次のとお

り送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

【送付物一覧】 

 送 付 物 部 数 

１ 

横浜みどりアップ計画[2024-2028]２年目の実績報告について 

区連会議題４ 

【みどり環境局戦略企画課】 

１部 

２ 

住宅用火災警報器の抽選配布について 

区連会議題６ 

【泉消防署総務・予防課】 

１部 

３ 

「令和８年度泉区人権啓発・認知症普及啓発講演会」の開催について 

区連会議題８ 

【泉区総務課】 

１部 

４ 

横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会の開催及び「ヨコハマ 18

コレクション」参加者募集への協力について 

                区連会議題９ 

【脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課】 

１部 

５ 

横浜市都市計画マスタープラン泉区プラン改定にかかるアンケートについて 

区連会議題 10 

【泉区区政推進課】 

１部 

６ 

深谷通信所跡地中央広場活用イベントについて 

区連会議題 11 

【泉区区政推進課】 

１部 

７ 

自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金の受付再開について 

区連会議題 12 

【市民局地域活動推進課】 

１部 

８ 

泉区制 40周年及び横浜グリーンエクスポデザインマンホールふたの設置に

ついて 

区連会議題 13 

【泉土木事務所】 

１部 

９ 

第 40回泉区青少年フェスティバル出演者募集にかかるポスターの掲出につ

いて 

区連会議題２ 

【泉区青少年指導員協議会】 

掲出部数 

10 

「火災予防運動」実施に伴う防火ポスター掲示依頼について 

区連会議題７ 

【泉消防署総務・予防課】 

掲出部数 

 

 

事務局 泉区役所地域振興課  担当：湯澤 TEL 800-2391 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参 考】 

送付資料は「泉区連合自治会町内会長会」ホームページにも掲載しています 

ので、併せてご活用ください（※区連会の翌営業日までに掲載予定です）。 
 

URL：http://www.izumikuren.net/information.php 

 泉区連合自治会町内会長会＞区役所からのお知らせ 

＞泉区連合自治会町内会長会定例会資料 

泉区連合自治会町内会長会 







 

資 料 ２ 

                

 

 

 

各地区連合自治会町内会長  様 

各自治会町内会長 様 

                       泉区青少年指導員協議会 

                       会長 國分 満義 

 

第40回泉区青少年フェスティバル出演者募集にかかる 

ポスターの掲出について（ご依頼） 

 

平素より、泉区青少年指導員協議会の諸活動にご理解とご協力をいただきま

して、厚く御礼申し上げます。 

当協議会では、青少年の地域での活動を発表する場として、「第40回泉区青

少年フェスティバル」を下記のとおり開催いたします。 

つきましては、出演者募集に関するポスターを各自治会・町内会の掲示板へ

掲出していただきたく、お願い申し上げます。 

 

 １ 開催概要 

  （１）日程：令和９年２月28日（日） 10：00～15：00（予定） 

（２）会場：泉公会堂（泉区和泉中央北五丁目１番１号） 

（３）内容：青少年の皆さんが日頃打ち込んでいるダンス、音楽活動など 

の成果を発表していただきます。 

 

２ 掲出期間 

  配布日から令和８年12月１日（火）まで 

 

 

担当：泉区青少年指導員協議会事務局 

（泉区地域振興課）山口、土屋   

TEL：045－800－2392        

      Mail：iz-seishi@city.yokohama.lg.jp 

泉  区  連  長  会  資  料 

令 和 ８ 年 1 0 月 1 9 日 

泉区青少年指導員協議会 



18

本チラシは生成AIにより作成されたイメージを使用しています。

（火）

開催日時 ※参加必須

（例）ダンス／バンド演奏／吹奏楽／歌唱
チア／和楽器／パフォーマンス など

使用する楽器や物品は、各自で
ご用意のうえ当日ご持参ください。

マイク・グランドピアノ・ドラムセットは
貸出可能ですが、機種等のご希望に
添えない場合がありますので、ご了承ください。

出演の可否は、令和８年12月18日（金）ま
でに応募者全員へ発送します。

ご記入いただいた個人情報は、適切に管
理し、イベント目的以外には使用しません。

会 場 出演者説明会

注意事項

・横浜市電子申請・届出システム
をご利用の際は、利用者登録が
必要となります。

募集内容

12月1日 （ 火 ） 1 7時 ま で

泉区在住・在学の中学生・高校生で、
当日のステージの司会にチャレンジしたい方を３名募集します！
希望者は、１２月１日（火）17時までに地域振興課へご連絡ください。
※応募者多数の場合は抽選となります。

詳細はこちら↓

横浜市泉区和泉中央北５－１－１



地区連合自治会町内会長 様 

日本赤十字社泉区地区委員会

委 員 長 藤岡 謙二 

令和８年度 日赤会費(活動資金)募集実績及び地区交付金について 

日本赤十字社の活動につきましては、多大なご理解とご協力を賜り深く感謝申しあげます。 

今年度の強化運動月間の会費(活動資金)募集実績は、次のとおりとなりました。自治会町内

会長の皆様にご尽力をいただきましたことを厚く御礼申しあげます。 

今後とも災害救援事業、救急法普及等、地域の実情に応じた活動を展開してまいりますので

引き続き、ご理解とご協力をお願いします。 

 なお、地区交付金につきましては、10 月下旬頃に各地区連合自治会町内会様の口座にお振り

込みしますので、ご確認くださいますようお願いします。 

１ 日赤会費(活動資金)実績 

令和８年 10 月１日現在 

実績額（円） 目安額（円） 

7,018,929 円 

(地区連合未加入及びその他 299,640 円含) 

8,963,800 円 

参考：昨年度実績額 7,295,812 円（令和８年３月 31 日時点） 

２ 地区交付金額（地区合計額） 

 地区活動費 

（一律 20,000 円×12 地区） 

地区還元金（実績の６％） 

※1,000 円未満は切り捨て
交付金合計額 

240,000 円 397,000 円 637,000 円 

【事務局】 

日赤泉区地区委員会 担当：坂巻 

泉区和泉中央南 5-4-13（泉区社会福祉協議会内） 

ＴＥＬ（８０２）２１５０ ＦＡＸ（８０４）６０４２ 

資料３ 

泉 区 連 長 会 資 料 
令和８年 1 0 月 1 9 日 
泉 区 社 会 福 祉 協 議 会 



令和８年１０月１日現在

連　合　名 実績額(A)
地区還元金(B)
＝(A)×6％

（千円未満切捨）

地区交付金額(C)
＝(B)＋20,000円（地区活動費）

中 川 連 合 町 内 会 989,935円 59,000円 79,000円

緑 園 連 合 自 治 会 658,881円 39,000円 59,000円

新 橋 連 合 自 治 会 461,150円 27,000円 47,000円

和 泉 北 部 連 合 自 治 会 452,324円 27,000円 47,000円

和 泉 中 央 連 合 自 治 会 1,042,450円 62,000円 82,000円

下 和 泉 連 合 町 内 会 257,440円 15,000円 35,000円

富 士 見 が 丘 連 合 自 治 会 444,784円 26,000円 46,000円

上 飯 田 連 合 自 治 会 513,185円 30,000円 50,000円

上 飯 田 団 地 連 合 自 治 会 163,000円 9,000円 29,000円

い ち ょ う 団 地 連 合 自 治 会 195,706円 11,000円 31,000円

中 田 連 合 自 治 会 1,234,934円 74,000円 94,000円

し ら ゆ り 連 合 自 治 会 305,500円 18,000円 38,000円

連 合 合 計 6,719,289円 397,000円 637,000円

連 合 未 加 入 296,800円

そ の 他 2,840円

合　 　計 7,018,929円 397,000円

令和８年度　日本赤十字社会費（活動資金）募集実績額



横浜みどりアップ計画[2024-2028]２年目の 

実績報告について【情報提供】 

１ 報告の趣旨 

横浜みどりアップ計画につきましては、2009 年度から、横浜みどり税を財源の一部として活

用させていただきながら、緑の保全・創出に向けた様々な事業・取組を推進しています。 

2024年４月からは４期目となる新たな５か年計画[2024-2028]に取り組んでいます。 

このたび、２年目の 2025年度を振り返り、取組の成果をまとめた実績報告書を作成しました

のでご報告いたします。 

２ お願いしたいこと 

【区連長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 配布資料 

(１) 横浜みどりアップ計画[2024-2028]概要版冊子

(２) ２年目（2025年度）の実績概要

(３) ２年目（2025年度）の区別実績

(４) 「横浜みどり税」の説明チラシ

(５) 横浜みどりアップ計画の制度ガイド

【問合せ】 

横浜みどりアップ計画の広報に関すること 

みどり環境局戦略企画課 TEL：671-2712  FAX：550-4093 

横浜みどり税に関すること 

総務局税務課 TEL：671-2253  FAX：641-2775 

区連会 10 月定例会説明資料 
令 和 8 年 1 0 月 1 9 日 
み ど り 環 境 局 
戦 略 企 画 課 
総 務 局 税 務 課 

資料４ 

















２ 事業・取組の実績と評価・今後の進め方

市内の樹林地を保全するため、緑地保全制度による40.7haの樹林地の新規指定や、17.8haの

買取り対応を進めたほか、市民の森を2か所開園しました。引き続き、樹林地の指定・買取り・整備を

着実に進めるとともに、多様な主体との連携により、森づくりの担い手育成と、市民が森に関わる機

会の充実を図ります。

市内の水田112.3haを維持し、良好な農景観を保全するための支援をしました。また、収穫体験農

園や横浜ふるさと村、恵みの里での農体験、直売所等の開設、はまふぅどコンシェルジュの活動など

を支援し、農とのふれあいや地産地消を推進しました。引き続き、農景観の保全と身近に農とふれあ

える場づくりを進め、市民・企業等との連携も深めていきます。

横浜開港資料館など3か所の緑地を再整備したほか、桜並木等の再生、地域の緑化活動への支援、

保育園や幼稚園、小中学校など子どもたちが過ごす施設40か所において緑を創出するとともに、都

心臨海部や新横浜駅周辺の14か所で緑や花による良好な空間づくりを進めました。今後も、市民・

事業者との協働や継続的な維持管理により、身近な緑や花を育んでいきます。

広報紙、デジタルサイネージ、交通広告、イベント出展、こども向けリーフレット等を活用し、「横浜み

どりアップ計画」と「横浜みどり税」について幅広い世代への情報発信に取り組みました。今後も緑の

取組に関する市民アンケート等を事業改善に生かし、分かりやすく伝わる広報を通じて、計画への理

解と共感につなげていきます。

横浜みどりアップ計画 2025年度実績報告書２－２

柱 １ 市民とともに次世代につなぐ森を育む （2-8～2-23）

柱 ２ 市民が身近に農を感じる場をつくる （2-24～2-47）

柱 ３ 市民が実感できる緑や花をつくる （2-48～2-69）

広報 効果的な広報の展開 （2-70～2-72）

2025年度の実績概要と今後の展望

横浜市では、緑の保全・創出を進め、横浜の緑を次世代に引き継ぐため、2009年度から「横浜み

どりアップ計画」に取り組んでいます。2024年度からは、第4期となる「横浜みどりアップ計画

［2024－2028］」に基づき、市民の皆様とともに、森や農、緑や花を身近に感じられるまちづくり

を進めています。



柱3

柱2

柱１

横浜みどりアップ計画 2025年度実績報告書 ２－3

市民アンケート※の評価 ※2025年度実施 横浜市の緑の取組に関するアンケート調査

まとまりのある森の保全の満足度

30％

26％6％

38％

どちらでもない不満・やや不満

知らない
・分からない 満足・やや満足

良好な農景観の保全の満足度 街なかなど身近な場所での緑化
の満足度

19％

28％

7％

46％

どちらでもない

不満・やや不満

知らない
・分からない

満足・やや満足

41％

26％

14％

19％

どちらでもない

不満・やや不満

知らない
・分からない 満足・やや満足

引き続き、各柱の取組を着実に進めることで、市民生活を支え、潤いをもたらす貴重なみどりを次

世代に継承していくとともに、保全したみどりを安全で良好に育み、市民の皆様がその魅力や大切

さを身近に実感できる取組を一層強化していきます。あわせて、横浜グリーンエクスポを通じて生ま

れる気づきや行動、人や地域のつながりを、開催後の地域活動や次世代の担い手づくりへ展開し、

人と自然が共生する持続可能な都市・横浜の実現につなげていきます。

今後の展望

長津田町長月特別緑地保全地区（緑区） 上菅田町市民の森（保土ケ谷区）

上飯田町（泉区） 舞岡ふるさと村（戸塚区）

横浜開港資料館（中区） 中屋敷保育園（瀬谷区）

２ 事業・取組の実績と評価・今後の進め方



3 各区の取組

泉区における実績

横浜みどりアップ計画 2025年度実績報告書3－66

【凡例】【凡例】
© OpenStreetMap contributors



市民が身近に農を感じる場をつくる柱2

市民が実感できる緑や花をつくる柱3

市民とともに次世代につなぐ森を育む柱１

保育園・幼稚園・小中学校での
緑の創出・育成

芝生講習会 いずみ野小学校

取組

市民や企業等との連携

横浜エクセレンスと連携した市内産米の
PR JA横浜飯田支店周辺の農地

取組

横浜みどりアップ計画 2025年度実績報告書

特定農業用施設保全契約の締結

農機具格納庫 和泉中央北六丁目

取組

地域に根差した緑や花の楽しみづくり

地域の花いっぱいにつながる取組
花壇づくり講習会 弥生台西公園

取組

森の維持管理 古橋市民の森

森の多様な機能に着目した森づくりの
推進

取組 森に関わるきっかけづくり取組

区主催のイベントでのクラフト教室の開催
木のキーホルダーをつくろう！
いずみ台公園こどもログハウス

３ 各区の取組

３－67



市民が身近に農を感じる場をつくる柱2

3 各区の取組

横浜みどりアップ計画 2025年度実績報告書3－68

市民とともに次世代につなぐ森を育む柱１
●取組１ 緑地保全制度による指定の拡大・

市による買取り
・緑地保全制度による新規指定

特別緑地保全地区 0.40ha

中田東一丁目特別緑地保全地区

・市による買取り

特別緑地保全地区 0.37ha

和泉町内林特別緑地保全地区

●取組２ 森の多様な機能に着目した
森づくりの推進

・森の維持管理

樹林地 ７か所

鯉ケ久保特別緑地保全地区／和泉町早稲田特別緑地
保全地区／古橋市民の森／新橋市民の森／中田宮の
台市民の森／泉の森ふれあい樹林／鯉ケ久保ふれあ
いの樹林

公園 ３か所

新橋天神の森公園／新橋宮古公園／天王森泉公園

●取組３ 指定した樹林地における維持管理の支援
・維持管理の助成

８か所 和泉が丘三丁目／和泉中央南五丁目／和
泉町（３か所）／岡津町（２か所）／上飯田町

●取組４ 森づくりを担う人材の育成
・森づくりを担う人材の育成

体験会の開催 １回

中田ふれあいの樹林

●取組５ 森づくり活動団体への支援
・森づくり活動団体への支援

樹林地 3団体

●取組６ 森に関わるきっかけづくり
・市内大学や関連団体などとの連携や区主催による地
域の森でのイベントの実施

５回 クラフト教室等（５回）

●取組８ 水田の保全
・水田保全面積

18.1ha 和泉町／上飯田町／下飯田町

●取組９ 特定農業用施設保全契約の締結
・特定農業用施設保全契約の締結

１件 和泉中央北六丁目

●取組10 農景観を良好に維持する活動の支援
・まとまりのある農地を良好に維持する団体の活動へ
の支援

集団農地維持活動団体 6件

泉区下飯田町水利組合／下和泉農地利用組合／中下
水利組合／中田緑の大地を守る会／柳明水利組合／
横浜市泉区並木谷農業専用地区協議会

農地縁辺部への植栽 ３件

中田緑の大地を守る会／横浜市泉区並木谷農業専用
地区協議会／並木谷畑地潅水施設利用組合

農景観保全整備 ２件

並木谷畑地潅水施設利用組合／横浜市泉区並木谷農
業専用地区協議会

・周辺環境に配慮した活動への支援

環境配慮支援 １件

中田西一丁目

緑肥作物等による環境対策 1.23ha

上飯田町（３か所）／和泉町／中田町（3か所）

●取組12 様々な市民ニーズに合わせた農園の
開設

・様々な市民ニーズに合わせた農園の開設

収穫体験農園 0.41ha

和泉町／新橋町（2件）／中田町／中田南三丁目（2件）

●取組14 地産地消にふれる機会の拡大
・地産地消にふれる機会の拡大

直売所・青空市等の支援

直売所・加工所 2件

和泉町／弥生台

●取組16 市民や企業等との連携
・市民や企業等との連携

企業等と連携した地産地消の推進

横浜エクセレンスと連携した市内産米のＰＲ（ＪＡ横浜飯
田支店周辺の農地）



市民が実感できる緑や花をつくる柱3

3 各区の取組
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●取組18 街路樹による良好な景観づくり
・街路樹による良好な景観づくり

良好な維持管理 347本

緑園３号線／上飯田団地1号線

●取組21 名木古木の保存
・名木古木の保存

維持管理の助成 4件
和泉町（２件）／岡津町（2件）

●取組22 地域緑のまちづくり
・地域緑のまちづくり

継続支援 1地区
上飯田SC周辺地区

●取組23 地域に根差した緑や花の楽しみづくり
・緑や花を身近に感じる各区の取組

各区の取組

区民利用施設等での緑化／啓発物品の作成配布／公
園や駅前広場等における花壇整備

身近な公共施設での緑の育成 ３か所
旧いちょう小学校／上飯田地区センター／泉スポーツ
センター

地域の花いっぱいにつながる取組

球根の配布（和泉池田公園など40か所）／花苗の配布
（和泉池田公園など40か所）／堆肥の配布（和泉池田
公園など40か所）

公園愛護会花壇づくり講習会の実施（１か所 弥生台西
公園）

●取組24 人生記念樹の配布
・人生記念樹の配布

496本

●取組25 保育園・幼稚園・小中学校での
緑の創出・育成

・保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成

緑の育成 10か所
和泉保育園／北上飯田保育園／飯田北いちょう小学
校／いずみ野小学校／上飯田小学校／下和泉小学校
／中和田南小学校／泉が丘中学校／上飯田中学校／
中和田中学校
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・ 樹林地 ・ 農地の確実な担保
・ 身近な緑化の推進
・ 維持管理の充実による

みどりの質の向上
・ ボランティアなど市民参画

の促進につながる事業

暮らしを支え、 豊かにする緑を未来に残すために、

横浜市は、 市民 ・事業者の皆様に 「横浜みどり税」 をご負担いただき、

緑をまもり、 つくり、 育む 「横浜みどりアップ計画」 を進めています。
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・ 森を残す ( 指定 ・ 買取り )

・ 森を育む ( 維持管理など )

・ 森を育む人材の育成 ( 活動に対する支援 )

・ 森に親しむ ( きっかけづくり )

・ 農景観をまもる

・ 農にふれあう ( 農体験 )

・ まちなかに緑をつくる

・ 緑や花に親しむ

横浜みどり税

年間 900 円

横浜みどり税の

使途
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横浜みどり税 ( 年間 900 円 ) の使いみち

横浜みどり税の
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地域・個人で利用できる！横浜みどりアップ計画の制度ガイド
〜 街の緑が、暮らしを豊かにする 〜

横浜みどりアップ計画には、地域や個人の方が利用できる制度もあります。
「こんなことがしたい」から探せるようにまとめています。

地域・団体で取り組む 個人・ご家庭で使える 参加・受講する

地域・団体で取り組む

①

地域で花植えや植樹に取り組みたい

制度名：地域緑のまちづくり

【できること】住宅地・商店街などで、地域にふさわしい緑を増やす取組を支援します。

【支援内容】最大3年間 1,500万円まで （整備費90%以内 ほか）

【対象】地域が主体となって緑化計画を提案する団体（選考あり）

②

森づくりの活動を充実させたい

制度名：森づくり活動団体への支援

【できること】保全管理計画づくり、研修、道具の貸出し、チップ化作業、アドバイザー派遣などを

サポートします。

【支援内容】研修・道具貸出・アドバイザー派遣等の各種サポート

【対象】市民の森・都市公園内などの樹林地で活動する団体

個人・ご家庭で使える

③

家族の思い出になる木を育てたい

制度名：人生記念樹の配布

【できること】出生・結婚などの記念に、市内で生産された記念の苗木をお渡しします。

【支援内容】記念の苗木を配布（年2回・6月頃と10月頃／市内各所で配布）

【対象】記念を迎える横浜市民（郵送・インターネットで申込）

④

歴史ある樹木を次世代に残したい

制度名：名木古木の保存

【できること】町の象徴として親しまれてきた由緒ある樹木を「名木古木」に指定し、保存を支援し

ます。

【支援内容】診断50％(上限4万円)・治療50％(上限30万円)・管理50％(上限20万円)

【対象】由緒ある樹木の所有者（指定には審査あり）

⑤

所有している森の管理への支援を受けたい

制度名：樹林地維持管理助成

【できること】緑地保全制度に指定された民有樹林地の、越境樹木や危険樹木などの管理作業を助

成します。

【支援内容】A：樹木管理・草地管理の作業は50万円まで100%(超過分50%)

B:フェンス・土留め設置50%

【対象】緑地保全制度に指定されている民有樹林地の所有者

AB合わせて
上限200万円

【お問合せ先】
環境活動事業課（緑化担当）
045-671-3447

【お問合せ先】
環境活動事業課（森づくり担当）
045-671-2624

【お問合せ先】
環境活動事業課（緑化担当）
045-671-3447

【お問合せ先】
環境活動事業課（緑化担当）
045-671-3447

【お問合せ先】
環境活動事業課（森づくり担当）
045-671-2624



参加・受講する

⑥

森づくり活動に参加したい

制度名：森づくりボランティア

【できること】入門講座や体験会などに参加でき、横浜の森づくり活動に加わることができます。

【支援内容】各種研修の受講・体験会への参加・情報発信

【対象】18歳以上で市内在住・在学・在勤の個人または市内事業者

⑦

農作業や緑の手入れを基礎から学び

ボランティアとして活動したい

制度名：市民農業大学講座

【できること】野菜・果樹・花き・樹木の栽培管理を実習中心で学び、修了後は「農と緑の環境リー

ダー」として援農や緑化ボランティアで活躍できます。

【講座内容】2年間の講座（1年次35回＋2年次の農家実習10回）（別途受講料あり）

【対象】市内在住67歳以下で、修了後に援農・緑化ボランティアの意思がある方（定員30人・多数

時は選考／年1回・2〜3月募集）

⑧

横浜の食と農をつなぎ地産地消を広めたい

制度名：はまふぅどコンシェルジュ講座

【できること】横浜の農業・農産物・生産者・食をテーマに、講義・実習・視察で地産地消の理解を

深める連続講座です。修了すると「はまふぅどコンシェルジュ」に認定されます。

【講座内容】全5回の連続講座（講義・バスツアー・農体験・料理教室・グループワーク）（別途受講

料あり）

【対象】地産地消の実践・普及に積極的に取り組む意思のある方（定員20名・多数時は選考／年

1回・3月募集）

【お問合せ先】
環境活動事業課（森づくり担当）
045-671-2624

【お問合せ先】
環境活動支援センター
045-711-0635

【お問合せ先】
農業振興課(地産地消担当)
045-671-2639

◆制度ガイドに関するお問合せ先 ◆各事業お問合せ先 
みどり環境局戦略企画課                 

電話 045-671-2712 ／ FAX 045-550-4093
Eメール mk-midorikoho@city.yokohama.lg.jp



 

 

年末年始の資源とごみの収集日程について 

 
１ 事業の趣旨 

本年度の年末年始の資源とごみの収集は以下のとおり行いますので、自治会町内会長様へ

お知らせをさせていただきます。（詳細は、裏面資料参照） 

  また、班回覧の中止に伴い、自治会町内会掲示版へのチラシの掲出をお願いいたします。

チラシの配布につきましては、11 月下旬に各自治会・町内会へ配送させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 
２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で周知をお願いします。 

【単位会長】定例会等で周知していただき、掲示板へのチラシ掲出をお願いします。 

 
３ 年末年始の収集日程について 

(1)  12月 31日（木）から１月３日（日）まで、収集をお休みさせていただきます。 

(2) 「燃やすごみ」「資源物」について、年末は 12月 30日（水）まで、年始は１月４日（月） 

から通常の曜日どおり収集します。 

 

４ 広報について 

(1)  自治会町内会掲示板へのチラシ掲出 

※11月下旬に各自治会町内会へ配送させていただきます。 

(2)  各集積場所に収集日程表を貼付 

(3)  広報よこはま 12月号（市版） 

(4)  ごみ収集車によるアナウンス 

(5)  市・局ホームページへの掲載 

(6)  LINE・X（旧 Twitter）などへの掲載 

 
５ 資料（裏面） 

年末年始の資源とごみの収集日程 

 
担当：業務課計画係（収集日程に関するお問合せ） 

業務課運営係（広報に関するお問合せ） 

電話：671-2551（計画係）、671-3815（運営係） 

FAX ：業務課 662-1225 

市連会 10 月定例会説明資料 

令 和 ８ 年 1 0 月 1 3 日 

資 源 循 環 局 業 務 課 

01211271
テキストボックス
資料５



燃やすごみ・燃えないごみ
スプレー缶・電池類

プラスチック資源
缶・びん・ペットボトル

小さな金属類 ※古紙・古布

２８日（月）

２９日（火）

３０日（水）

３１日（木）

１日（金）

２日（土）

３日（日）

４日（月）

５日（火）

６日（水）

令和８年度　横浜市資源循環局

通常の曜日どおり収集します

　　　　　　　　　　　　　　　　　

12
月

通常の曜日どおり収集します
横浜市の
収集では
ありません

実施している
自治会・

町内会等か、
回収業者へ
直接お問合せ

ください

通常の曜日どおり収集します

通常の曜日どおり収集します

収集はお休みです

１
月

通常の曜日どおり収集します

通常の曜日どおり収集します

月日

年末年始の資源とごみの収集日程

１２月３1日(木)から１月３日(日)まで、

収集はお休みさせていただきます

粗大ごみの申込み 電話でのお申込みは１２月３１日（木）から１月３日（日）までお休みします。

横浜市 粗大ごみ
２次元コード

※12月のお申込みは特に混み合い、
年内の収集にお伺いできない場合がございます。

粗大ごみのお申込みについてはこちらから
又は、インターネットで 「横浜市 粗大ごみ」 と検索

〇 年末も、資源とごみの分別と減量にご協力をお願いします。
〇資源とごみは、各収集日の にお出しください。

（年末年始の期間は、通常と収集時間が変わることがあります。）

〇収集がお休みの日は、資源とごみを絶対に出さないでください。

〇分別されていないものは収集できません。 横浜市資源循環局マスコットイーオ

12月30日正午から１月３日までにお申し込みされた方への返信（収集日等のお知らせ）は、１月４日以降になります。

※「古紙・古布」は、実施している団体か回収業者にお問合せください

横浜市は１月19日から、道路などの

屋外の公共の場所は禁煙です。
詳細はこちら

収集日程を

お確かめの上、

ルールを守って

お出しください。



  令和３年 10月 19日  

 

地区連合自治会町内会長 様 

自治会町内会長 様 

 

横浜市泉消防署長  

志熊 大輔  

 

 

住宅用火災警報器の抽選配布についての御案内 

 

 

この度、泉火災予防協会から、「地域における火災による死者の発生を未然に

防止したい」とのご趣旨のもと、火災の早期発見に有効な住宅用火災警報器をご

寄附いただきました。本年度は泉区制 40周年を記念し、昨年度の 100組（２個

１組）に 40組を加えた、合計 140組とさらに多くの住宅用火災警報器をご寄附

いただいております。 

つきましては、泉区内の 70歳以上の方がお住まいの世帯を対象に住宅用火災

警報器を抽選で無償配布することといたします。 

応募方法等、事業の詳細につきましては、別添の募集案内を御参照ください。

御不明な点につきましては、下記問合せ先まで御連絡いただきますようお願い

いたします。  

 

〇住宅用火災警報器とは 

 住宅用火災警報器は、火災の早期発見に有効な機器です。まだ設置されていな

い方は、早急な設置をお願いします。 

また、警報器は一般的には電池で動いています。火災を感知するために常に作

動しており、その電池の寿命の目安は約 10年とされています。 

住宅用火災警報器が適切に機能するためには維持管理が重要です。「いざ」と

いうときに住宅用火災警報器が適切に作動するよう、定期的に作動確認を行い、

適切に交換を行ってください。 

 

〇泉火災予防協会とは 

火災予防に関する普及啓発、研修会や 

訓練会の開催などを通じて防災・防災に 

取り組んでいる団体です。 

現在、202事業所の企業等が参加しています。 

泉 区 連 長 会 資 料 

令和８年 10 月 19 日 

泉消防署総務・予防課 

【問合せ先】 

泉消防署総務・予防課予防係 

伊藤・藤木 

045－801-0119 

資料 ６ 



 住宅用火災警報器の抽選配布について（募集案内） 
 

１ 配付品及び配付数 

単独型住宅用火災警報器140組 煙式２個１組で配付します。 

※台所に設置する場合は、煙や湯気などが直接かかる場所を避けて取り付けます。 

 

２ 応募対象世帯 

泉区内の70歳以上の方がお住まいの世帯 

ただし、市営住宅、県営住宅及びＵＲ賃貸住宅にお住いの方、自動火災報知設備

が設置されている共同住宅等にお住いの方、令和３年度から令和７年度までの当選

者は応募対象としません。 

 

３ 申込み方法 

①電子申請、②ＦＡＸ、郵送、メール、③来庁によるものとします。 

※  応募方法の詳細は、「８ 応募要領」を参照してください。 

※ １世帯１回の応募に限るものとします。 

 

４ 申込み期間 

  令和８年11月１日から11月30日まで 

  

５ 申込み先（お問い合わせ） 

  〒245-0024  横浜市泉区和泉中央北５－１－１ 

  横浜市泉消防署 総務・予防課 予防係 

  TEL/FAX 045-801-0119 

    

６ 抽選結果の発表 

当選者へ郵送でお知らせいたします。（令和８年12月上旬） 

 

７ 配布の方法 

当選された方へは、泉消防署において住宅用火災警報器を配布いたしますので、

令和８年12月以降（土日祝日を除く。）に当選はがきを持参してお受け取りをお願

いします。消防署での受け取りが難しい場合は、別途ご相談ください。 

 

８  応募要領 

(1) 電子申請   

二次元コードを読み取り、申し込みフォームに必要事項を入力してください。 

二次元コードが読み込めない場合は、泉消防署のウェブページからアクセスして 

ください。 

別添 １ 

横浜市泉消防署 



(2)  ＦＡＸ・郵送・メール 

    下記の応募用紙等（必ずしも下記の応募用紙を活用する必要はありません。ど

のような紙でも結構です）に①郵便番号・住所、②氏名（ふりがな）、③年齢、

④電話番号を記載し、ＦＡＸの場合は「泉消防署 総務・予防課 住宅用火災警

報器配布担当宛」（045-801-0119）にＦＡＸ送信、郵送の場合は「泉消防署 総

務・予防課 住宅用火災警報器配布担当宛」（〒245-0024 横浜市泉区和泉中央

北５－1－1）に郵送、メールの場合は「泉消防署 予防係メールアドレス」   

（sy-izumi-yobo@city.yokohama.lg.jp）に送付してください。 

(3)  来庁 

下記の応募用紙等（必ずしも下記の応募用紙を活用する必要はありません。

どのような紙でも結構です）に①郵便番号・住所、②氏名（ふりがな）、③年

齢、④電話番号を記載した用紙を泉消防署総務・予防課へご持参ください。消

防署に来ていただき、上記①～④を用紙に記載していただいても構いません。 

なお、消防出張所での受付は、災害出場等で職員が不在の場合があります。 

 

９  その他 

(1) 応募対象世帯に該当しない場合は、住宅用火災警報器の配布はできませんので

ご了承ください。 

(2) 応募の際にいただいた個人情報は、当事業の目的以外には使用しません。 

(3) 住宅用火災警報器の取付けが困難な場合は、消防署職員により取付け支援をい

たしますので、お受け取りの際、お申し出ください。 

(4) 賃貸住宅にお住まいの方は、住宅用火災警報器の交換に関して所有者等と相談

して実施してください。 

 

 

住宅用火災警報器抽選配布 応募用紙 

応募期間：令和８年 11月 1日～11月 30日 

住 所 

〒２４５－ 

横浜市泉区                           

                                

ふりがな  

氏 名 
 

年  齢 歳 電話番号  

消防署 

受付日  
令和８年 11月   日 

※太枠のみ記入してください 

mailto:sy-izumi-yobo@city.yokohama.lg.jp


 

 

 

 

 

各地区連合自治会町内会長 様 

各自治会町内会長 様 

 

 横浜市泉消防署長 

志熊 大輔 

 

「火災予防運動」実施に伴う防火ポスター掲示のお願い（依頼） 

 

 秋冷の候 ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素から、消防行政に御理解と御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、令和８年 11月９日（月）から 11月 15日（日）まで「秋の火災予防

運動」及び令和９年３月１日（月）から３月７日（日）まで「春の火災予防運

動」が実施されます。 

つきましては、御多忙のところ誠に恐縮ですが、火災予防啓発ポスターを各

自治会町内会に配布させていただきますので、各自治会町内会の掲示板等に御

掲示いただき、防火意識の高揚に御協力賜りますよう、宜しくお願い申し上げ

ます。 

 

１ ポスター掲示期間 

  ポスター配布日から令和９年３月 31日（水）まで 

 （期日になりましたら、お手数をお掛けしますが、お取り外しいただきます

ようお願いいたします。） 

 

２ その他 

  ポスターの不足が生じた場合は下記担当まで御連絡をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

担当：泉消防署総務・予防課予防係 

   伊藤、藤木、溝口 

電話：045-801-0119 

泉 区 連 長 会 資 料 

令和８年 10 月 19 日 

泉消防署総務・予防課 

資料 ７ 



小学１年生部門優秀作品
和泉小学校 石川 結葵 さん

小学２年生部門優秀作品
伊勢山小学校 岡﨑 琴子 さん

小学３年生部門優秀作品
東中田小学校 矢口 莉名 さん

小学４年生部門優秀作品
下和泉小学校 矢澤 瑠実 さん

小学５年生部門優秀作品
和泉小学校 岡野 咲智 さん

小学６年生部門優秀作品
西が岡小学校 小林 咲楽 さん

泉消防署・泉火災予防協会・泉消防団



 

 

地区連合自治会町内会会長 様 

自治会町内会会長     様 

泉区総務課長 

高齢・障害支援課長  
 

「令和８年度泉区人権啓発・認知症普及啓発講演会」の開催について（御案内） 
 

 日頃から、人権啓発の取組に御協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

 今年度は、認知症を題材に、「令和８年度泉区人権啓発・認知症普及啓発講演会」を

12 月 15 日（火)に開催します。 

エッセイスト・コメンテーターの安藤和津氏を講師にお迎えし、「明日を素敵に生きる

には ～認知症とともに、誰もが自分らしく暮らせる泉区へ～」をテーマに講演いただき

ます。 

 つきましては、各自治会町内会の皆様への周知について、御協力をお願いします。多く

の皆様の御参加をお待ちしています。（動画配信はございません。） 

当講演会は広報よこはま泉区版 11 月号にも掲載予定です。 
 

１ 概要 

 (1) 日時 令和８年 12 月 15 日(火) 14 時から 15 時 30 分まで（13 時 30 分開場） 

 (2) 会場 泉公会堂（泉区和泉中央北５－１－１） 

 (3) 定員 500 名（入場無料） 

※申込み多数の場合は先着順により決定 

 (4) テーマ 明日を素敵に生きるには 

～認知症とともに、誰もが自分らしく暮らせる泉区へ～ 

 (5) 講師  安藤 和津 氏（エッセイスト・コメンテーター） 

 (6) 申込開始 11 月 11 日（水）から 

次のア～ウのいずれかの方法でお申込みください。 

   ア 横浜市電子申請・届出システム 

     チラシ記載の二次元バーコードを読み取り、必要事項を入力してください。 

イ 電話 045-800-2312 （平日 ８時 45 分から 17 時まで）  

     ①お名前 ②御連絡先を担当者にお伝えください。 

    ウ ＦＡＸ 

         任意の用紙に①「人権・認知症講演会」 ②お名前 ③御連絡先を記載の上、

045-800-2505 あてに送信してください。 

   ※申込締切は設けませんが、一時保育（２歳～就学前のお子様、先着６名）を 

御希望の場合は、11 月 27 日（金）までにお電話にて御連絡ください。 

 

２ 広報物 

  令和８年度泉区人権啓発・認知症普及啓発講演会チラシ（別紙） 

 

担当・申込先  泉区総務課 佐久間（さくま）、町田（まちだ）  

泉区役所３階 305 窓口                          

    電話 045-800-2312 FAX 045-800-2505          

E メール iz-somu@city.yokohama.lg.jp      

泉 区 連 長 会 資 料 

令 和 ８ 年 1 0 月 1 9 日 

泉 区 総 務 課  高 齢 ・ 障 害 支 援 課 

資料 ８ 
    



エッセイスト・コメンテーター。
教育問題や介護経験などをテーマに、
幅広く講演活動を展開。
夫は俳優・映画監督の奥田瑛二さん、
長女は映画監督の安藤桃子さん、次女は
女優の安藤サクラさん。

• 駐車場料金の減免はありません。公共交通機関をご利用ください。
• 自然災害等により中止する場合があります。その際は、泉区ホームページに情報を掲載します。
• 収集した個人情報は、受講者名簿の作成のほか、講演会の実施に必要な場合にのみ利用します。

※ 当日は要約筆記の用意がございます。
※ 一時保育（２歳～就学前のお子様、先着６名）をご希望の方は、11月27日（金）までに、お電話にて一時

保育が必要な旨をお伝えください。
※ 申込状況により、受付でお名前を確認させていただく場合がございます。

主催：泉区役所総務課 高齢・障害支援課
045-800-2312 iz-somu@city.yokohama.lg.jp

右下の二次元コードを読み取り、必要事項を入力してください。

Web申込（横浜市電子申請システム）申込

泉公会堂

14:00～15:30 （開場13:30）

先着500名（要申込）

会場

定員

QR

泉区制40周年記念事業 泉区人権啓発・認知症普及啓発講演会

明日を素敵に
生きるには

045-800-2312 （平日8:45～１７:00）

①お名前 ②ご連絡先を担当者にお伝えください。
電話申込

認知症とともに、誰もが自分らしく暮らせる泉区へ
認知症の実母を10年以上介護してきた、安藤和津さんご登壇。
ご自身の介護経験を通して、人がその人らしく生きることの大切さを語っていただきます。

045-800-2505
任意の用紙に①「人権・認知症講演会」②お名前
③ご連絡先を記載の上、送信してください。

FAX申込

講師 安藤和津 さん

11.11
（水）
受付開始

12.15 （火）

安藤和津 さん講演

入場
無料



横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会の開催及び 

「ヨコハマ1 8
イチハチ

コレクション」参加者募集への協力について【情報提供】

１ 趣旨  

 「横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会」を開催し、横浜市出展「つなぐ横

浜館」「つなぐ横浜フィールド」の名称や、市主催催事「YOKOHAMA GREEN CHALLENGE WEEK」

「ヨコハマ18
イチハチ

コレクション」などの概要を発表しました。また、「ヨコハマ18
イチハチ

コレクショ

ン」では、ステージパフォーマンスの参加者を12月28日まで募集しています。

２ お願いしたいこと 

 【区連長】  ご承知おきください。 

 【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

 【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 内容（添付の記者発表資料をご参照ください） 

（1） 「横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会」を開催

横浜市出展の名称を「つなぐ横浜館」及び「つなぐ横浜フィールド」に決定したこと

を発表したほか、「YOKOHAMA GREEN CHALLENGE WEEK」や「ヨコハマ1 8
イチハチ

コレクション」

など、市主催催事の概要を紹介しました。また、市内10の大学・専門学校で活動する「EXPO

部」の始動、「横浜ネイチャークエスト」の実施、横浜都心臨海部と会場を結ぶ直行バス

の運行ルートの発表、TDMパートナー向けステッカーの配布など、開催に向けた多彩な取

組を発表しました。 

（2）「ヨコハマ1 8
イチハチ

コレクション」開催決定 ステージパフォーマンス出演者を募集 

横浜グリーンエクスポ会期中、地域で活躍する区民の皆さまが主役となり、「食」と

「エンターテインメント」を通じて、横浜18区それぞれの個性や地域の特色を紹介する

とともに、地域で育まれてきた文化や伝統、特産品、地域活動など、多彩な魅力を発信

いただくイベント「ヨコハマ 18 コレクション」を開催します。 

開催にあたり、音楽やダンス、演劇などのステージパフォーマンス参加者を、12月28

日まで募集しています。区の特産品や地産地消の飲食物などを扱うブース出展者につい

ても、11月2日から募集を開始する予定です。 

多くの皆さまのご応募をお待ちしています。 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課 

電話 045-671-4627 /FAX 045-212-1223 
メール da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp

市 連 会 1 0 月 定 例 会 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 1 0 月 1 3 日 
脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
G R E E N × E X P O 推 進 課 

01261004
テキストボックス
   資料９



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市は、2027 年３月から開催する横浜グリーンエクスポ（GREEN×EXPO 2027）の開催半年前

を迎え、「横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会」を開催しました。 

発表会では、横浜市出展の名称を「つなぐ横浜館」及び「つなぐ横浜フィールド」に決定したこ

とを発表したほか、「横浜と未来をつなぐ７日間」をテーマに展開する「YOKOHAMA GREEN CHALLENGE 

WEEK」や、横浜 18 区民が主役となって各区の魅力を発信するイベント「ヨコハマ 18 コレクショ

ン」など、市主催催事の概要を紹介しました。 

また、市内 10 の大学・専門学校で活動する「EXPO 部」の始動、「横浜ネイチャークエスト」の

実施、横浜都心臨海部と会場を結ぶ直行バスの運行ルート、TDM パートナー向けステッカーの配布

など、開催に向けた多彩な取組についても発表しました。 

 

＜横浜市出展＞ 

■横浜市出展の名称を「つなぐ横浜館」「つなぐ横浜フィールド」に決定 

「世界の明日
あ す

を、みんなでひらく。」をコンセプトとし、「建物空間を活用した発信拠点」と

「フィールドを活用した活動拠点」の２か所の出展をお知らせしてきました。 

横浜グリーンエクスポのホストシティとして、市民・企業の皆様をはじめ、これまでの各種イ

ベントやワークショップ、ボランティア募集、STYLE100 の取組などを通じて、多くの方々ととも

に準備を進めています。 

 

 これまでに生まれた多様なつながりを横浜グリーンエクスポの場に結集し、さらに開催後の未

来へとつないでいきたいという思いを込め、このたび、「建物空間を活用した発信拠点」の名称を

「つなぐ横浜館」、「フィールドを活用した活動拠点」の名称を「つなぐ横浜フィールド」に決定し、「つな

ぐ横浜館」公式 WEB サイトを公開しました。 

 開幕に向けて、市民・企業の皆様をつなぐ参加型ワークショップの開催等、様々な取組を進め

ます。 

 

 【ロゴデザイン】 

 

 

 

 

 

【つなぐ横浜館 公式 WEB サイト URL】 

  https://yokohama-hub.city.yokohama.lg.jp 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

「横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会」を開催 
 

横浜市出展の名称が「つなぐ横浜館」「つなぐ横浜フィールド」に決定  
 

横浜市が主催する特別な祭典「YOKOHAMA GREEN CHALLENGE WEEK」と 

「食」と「エンターテインメント」で区民が主役となるイベント「ヨコハマ 18
イチハチ

コレクション」 

横浜都心臨海部と会場を結ぶ直行バスの運行ルートも発表 

 

令 和 ８ 年 ９ 月 2 9 日 
脱炭素・ GREEN× EXP O 推進局 
G R E E N × E X P O 推 進 部 

裏面あり 

https://yokohama-hub.city.yokohama.lg.jp/


 
 

 

＜参考＞「つなぐ横浜館」「つなぐ横浜フィールド」の整備状況 

 

「つなぐ横浜館」は、９月８日に GREEN×EXPO 協会より建物の

引き渡しが完了しました。今後、内装や外構の工事を進め、開幕

に向けて準備を進めていきます。 

 

    

 

 「つなぐ横浜フィールド」も、開幕に向け花壇や休憩スポット、

園路などフィールド全体の整備を進めています。 

 

 

 

 

 

＜横浜市主催催事＞ 

■横浜と未来をつなぐ７日間「YOKOHAMA GREEN CHALLENGE WEEK」 

 

横浜市出展の取組の一つとして、「世界の明日を、みんなでひら

く。」というコンセプトを体現する祭典「YOKOHAMA GREEN CHALLENGE 

WEEK」を、横浜グリーンエクスポ会場で開催します。 

循環型都市を目指す横浜市が「チャレンジ」をキーワードに展開

する、誰もが楽しみながら参加できる特別な祭典です。 

パレードや蝶をモチーフとしたバタフライシンボルオブジェ、 

プロのアーティストによる音楽ライブ、サーキュラーな暮らしを体

感できるパークなどを通じて、新しい未来に向けたさまざまな挑戦

を発信します。 

 

⚫ 開催日程：2027 年５月 26 日(水)～６月１日(火) 

⚫ 開催場所：横浜グリーンエクスポ会場全体 

⚫ ４つのメイン企画： 

 サーキュラーをテーマに心おどる未来の物語に出会う「パレード」 

世界的なアーティストとコラボレーションしたデザイン、リユース素材を活用した衣装

やフロートを用いて会場で大規模なパレードを開催します。 

 エネルギーがめぐるサステナブルな未来のシンボルオブジェ「バタフライ」 

自然の巡りをつなぐ存在である蝶をモチーフにエネルギーがめぐるサステナブルな未来

のシンボルオブジェを設置します。会場を象徴するフォトスポットとしてもお楽しみい

ただけます。   

 音楽の力でサステナブルな未来への想いをつなぐ「ライブ」 

世代を超えて多くの皆さまに音楽の力を通じてグリーンな未来に向けてのメッセージを

お届けします。 

 サーキュラーな未来の暮らしのヒントが見つかる「パーク」 

サステナブルな暮らしを実践する皆さまが集い、さまざまな体験をお届けします。食の

展示・販売や体験型のワークショップ、物品の販売など、実際にグリーンな暮らしを実践

いただくための機会をご用意します。 

 

「つなぐ横浜館」9 月 8 日撮影 

「つなぐ横浜フィールド」9 月 8 日撮影 

次頁あり 

【ロゴデザイン】 



 
 

 

【キービジュアル】 

 

 

■横浜 18 区民が主役のイベント「ヨコハマ 18
イチハチ

コレクション」 

 

地域で活躍する区民の皆さまが主役となり、食とエンターテイ

ンメントを通じて、各区の文化、食などの魅力や、活動を発信す

るイベント「ヨコハマ 18 コレクション」を、横浜グリーンエクス

ポ会場内で開催します。 

来場者と参加する区民の皆さまに新たな出会いやつながりが

生まれ、「参加したくなる」「行ってみたくなる」イベントを目 

指します。 

また、開催にあたり、横浜の魅力をともに発信・出演していた 

だける個人・団体の皆さまを募集します。 

 

⚫ 開催日程：2027 年７月 21 日(水)～７月 29 日(木)  

⚫ 開催場所：横浜グリーンエクスポ会場内 大催事広場（仮称） 

⚫ 募集期間： 

 ステージパフォーマンス（ダンスや音楽、伝統芸能など） 

 募集期間：2026 年 10 月 1 日(木)～12 月 28 日(月) 

 ブース出展（特産品等の提供・PR、食と地産地消等の魅力発信） 

募集期間：2026 年 11 月２日(月)～12 月 28 日(月) （予定）  

⚫ 応募ページ URL： 

https://yokohamagreenexpo-saiji.city.yokohama.lg.jp/18collection/guidelines/ 

 

【横浜市主催催事 公式 WEB サイト URL】 

    https://yokohamagreenexpo-saiji.city.yokohama.lg.jp 

 

 

 

 裏面あり 

【ロゴデザイン】 

https://yokohamagreenexpo-saiji.city.yokohama.lg.jp/18collection/guidelines/
https://yokohamagreenexpo-saiji.city.yokohama.lg.jp/
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＜市民参加の取組＞ 

■市内 10 の大学・専門学校に「ＥＸＰＯ部」が誕生しました！ 

  

  横浜グリーンエクスポの開催に向け、大学生等が主体となって、エクスポを盛り上げるコミュ

ニティ「EXPO 部」が横浜市内 10 の大学・専門学校で立ち上がりました。 

 学園祭におけるエクスポの情報発信やプロギングをはじめとする環境にやさしい活動など、学

生ならではの発想による取組を展開し、SNS 等を通じて、大学・専門学校と本市が協力し、市内の

キャンパスから学生発のムーブメントを生み出します。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

■横浜ネイチャークエスト「2027 年、横浜グリーンエクスポ開催！横浜の自然を見つけよう！」 

 

横浜グリーンエクスポに向けた機運醸成を図るとともに、市内の豊

かな生物多様性への関心を高めていただくため、いきものコレクショ

ンアプリ「Biome（バイオーム）」を活用した参加型企画を実施します。 

 市民の皆様がスマートフォンを使って、身近な自然やいきものを観

察・記録しながら、横浜の豊かな生物多様性を体感していただく企画

です。 

 集まったいきものの情報は、エクスポの会場内イベントで展示する

予定です。 

⚫ 実施期間： 2026 年 10 月５日(月)～2027 年３月 31 日(水) 

⚫ 対象エリア：横浜市内全域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EXPO 部のロゴ（標準例） 各大学の EXPO 部代表メンバーが集合（202６年９月） 



 
 

 

＜会場への交通アクセス関連＞ 

■横浜都心臨海部と会場を結ぶ直行バスの運行ルート 

 

 横浜グリーンエクスポ会場までの公共交通機関によるアクセスは、会場近傍４駅からのシャト

ルバスのほか、横浜駅、新横浜駅、羽田空港からの直行バスが運行予定です。 

 さらに、会場と横浜都心臨海部をダイレクトに結ぶバスも運行を予定しています。こちらは、

馬車道、野毛、みなとみらい 21 地区への玄関口である桜木町駅、みなとみらいの主要ホテルや横

浜ハンマーヘッド、横浜赤レンガ倉庫、関内・関外エリアの BASEGATE 横浜、さらには元町・中華

街エリアのローズホテル横浜、山下公園通りのホテルニューグランドといった臨海部の主要な観

光拠点を周遊するルートを予定しています。 

 

 

                    

 

 

 

■TDM パートナーへのインセンティブ追加（ステッカー配布） 

 

会期中の円滑な交通の実現に向けて、交通需要マネジメ

ント（TDM）の取組にご協力いただける企業・団体の皆さ

まに、「TDM パートナー」として登録のお願いをしていま

す。ご登録いただいた皆さまには、インセンティブをご用

意しており、このたび、新たな特典としてトゥンクトゥン

クがデザインされた専用ステッカーを追加しました。 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜都心臨海部からの直行バスの運行予定ルート 

配布ステッカー（イメージ） 

裏面あり 



 
 

次頁あり 

＜９月 29 日（火）開催 「横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア発表会」＞ 

 

 

横浜市は、「横浜グリーンエクスポ開催半年前メディア

発表会」を、９月 29 日（火）に横浜市中区の THE LIVE で

開催し、横浜市出展や横浜市主催イベントに関する最新情

報を発表しました。 

続いて、横浜グリーンエクスポ公式マスコットキャラク

ターのトゥンクトゥンクに加え、大阪・関西万博公式キャ

ラクターのミャクミャクがスペシャルゲストとして登場。

ミャクミャクは、横浜の「Ｙ」と応援を意味する「Ｙｅｌ

ｌ」の頭文字をかけた「Ｙ」ポーズを披露し、横浜グリー

ンエクスポに向けてエールを送りました。トゥンクトゥンクも一緒に「Ｙ」ポーズを決め、会場

を盛り上げました。 

また、大阪市長の横山
よこやま

 英
ひで

幸
ゆき

氏からビデオメッセージが寄せられました。大阪・関西万博の経

験を踏まえ、早めのチケット購入と早期来場を呼びかけるとともに、「万博のバトンを横浜の皆

様へつないでまいりたい」とエールを送りました。さらに、大阪市が大阪府、堺市とともに会場

内へブースを出展予定であることにも触れ、「全力で共に歩んでまいります」と、横浜グリーン

エクスポの成功に向けた力強いメッセージを寄せました。 

加えて、横浜グリーンエクスポをともに盛り上げる横浜市 18 区のマスコットキャラクターを

紹介するとともに、トゥンクトゥンクとのコラボレーションポスターを会場内で初公開しまし

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<トゥンクトゥンク×横浜市 18 区キャラクターとのコラボレーションポスター 一例> 

 

) 

 

XXXX、XXX 

（左から）トゥンクトゥンク、渡邊
わたなべ

 忠則
ただのり

 横浜市会議長、平原
ひらはら

 敏
とし

英
ひで

 横浜市副市長、原田
は ら だ

 一之
かずゆき

 横浜商工会議所副会頭、ミャクミャク 

（左から）トゥンクトゥンク、ミャクミャク 

瀬谷区                  旭区                   緑区  

【】) 

 

XXXX、XXX 



 
 

 

お問合せ先 

 

（開催半年前メディア発表会・コラボレーションポスターについて） 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長 古市   TEL 045-671-4866 

（横浜市出展 発信拠点について） 

 脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長 幡野     TEL 045-671-3787 

（横浜市出展 市民活動フィールドについて） 

みどり環境局戦略企画課担当課長 岩ヶ谷                         TEL 045-671-4423 

（YOKOHAMA GREEN CHALLENGE WEEK、ヨコハマ 18 コレクションについて） 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長  西城    TEL 045-671-3788 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長  平原     TEL 045-671-2033  

（EXPO部について） 

 脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長  長谷部  TEL 045-671-2102 

（横浜ネイチャークエストについて） 

 脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長  安藤    TEL 045-671-3786 

（直行バスについて） 

 脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長  山崎   TEL 045-671-4832 

（TDMについて） 

 脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課担当課長  原田   TEL 045-671-3789 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2027 年に開催される「横浜グリーンエクスポ（GREEN×EXPO 2027）」の会期中、市内 18 区の特

色や魅力を、区民の皆さまが発信する横浜市主催イベント「ヨコハマ 18
イチハチ

コレクション」を開催

します。また、本日 10 月１日（木）から、ステージパフォーマンスへの出演者の募集を開始しま

す。 

 

本イベントでは、地域で活躍する区民の皆さまが主役となり、「食」と「エンターテインメン

ト」を通じて、横浜市 18 区それぞれの個性や地域の特色を紹介するとともに、地域で育まれてき

た文化や伝統、特産品、地域活動など、多彩な魅力を発信します。 

 

このたび募集するステージパフォーマンスでは、音楽、ダンス、演劇など幅広いジャンルを募

集します。なお、区の特産品や地産地消の飲食物などを扱うブース出展者についても、11 月２日

（月）から募集開始予定です。 

多くの皆さまのご応募をお待ちしています。 

  

令 和 8 年 1 0 月 1 日 
脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
G R E E N × E X P O 推 進 部 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

横浜グリーンエクスポで横浜 18 区の魅力を発信 

「食」と「エンターテインメント」で区民が主役となるイベント 

「ヨコハマ 18
イチハチ

コレクション」開催決定 

本日からステージパフォーマンス出演者を募集します 

裏面あり 



 

 
 

■募集概要 

イベントの開催にあたり、ステージパフォーマンスを通じて横浜の魅力を発信していただける

個人・団体の皆さまを募集します。詳細は特設 Web サイトに掲載する募集要項をご確認ください。 

 

１. 募集ジャンル 

音楽、ダンス、パフォーマンス、演劇 等 

※ブース出展については 11 月２日（月）に改めて募集を予定しています。 

２. 応募資格 

• 個人：市内に在住・在勤・在学していること 

• 団体：市内に在住・在勤・在学している人が、出演者に含まれていること 

３. 募集期間 

2026 年 10 月１日（木）から 12 月 28 日（月）まで 

４. 応募方法 

• 電子メール・郵送・応募フォームにて受付。  

• 詳細な応募手順や申請書類のダウンロードは、特設 Web サイトをご確認ください。  

※電子メール及び郵送は 10 月１日（木）から受付を開始します。応募フォームについては 

11 月上旬に受付開始予定です。 

５. 問合せ先 

ヨコハマ 18 コレクション運営事務局 

電話：050-8888-9556（平日 10:00 から 18:00）  

メールアドレス：yokohama18@dna-ex.co.jp 

 

■「ヨコハマ 18 コレクション」概要 

• 開催時期 ：2027 年７月 21 日（水）から７月 29 日（木）まで 

• 会場 ：横浜グリーンエクスポ 会場内（大催事広場（仮称）） 

• 主催 ：横浜市 

• 主な内容 ： 

o ステージパフォーマンス： 

ダンスや音楽、伝統芸能などのパフォーマンスを通じて、幅広い世代が楽しめる 

にぎわいの場を創出し、地域の魅力を発信。 

o ブース出展：特産品の提供・PR、食や地産地消等の魅力を発信。 

 

• 特設 Web サイト： 

https://yokohamagreenexpo-saiji.city.yokohama.lg.jp/18collection/guidelines/ 

 

 

お問合せ先 

GREEN×EXPO 推進課担当課長 平原  TEL：045-671-2033 

mailto:yokohama18@dna-ex.co.jp
https://yokohamagreenexpo-saiji.city.yokohama.lg.jp/18collection/guidelines/


 

地区連合自治会町内会長 様 

自治会町内会長 様 

 

泉区区政推進課長 

 

横浜市都市計画マスタープラン 

泉区プラン改定に向けたアンケートについて【周知・日程調整依頼】 

 

１ 趣旨 

  泉区では、令和７年度に改定された「横浜市都市計画マスタープラン 全市プラン」を踏まえ

て、区のまちづくりの目標や都市計画に関する方針をまとめた「横浜市都市計画マスタープラン 

泉区プラン」の令和 10年度改定に向けた検討を進めています。 

  区民の皆様のご意見をプランに反映するため、令和９年１月 31日（日）までの期間でアンケー

トを実施しています。より多くの方にご回答いただけるよう、アンケートの周知にご協力をお願

いします。 

また、各連合定例会等の場をお借りして、都市計画マスタープランの概要やアンケートの趣旨・

内容等のご説明及びご意見をいただく機会を設けさせていただきたく、併せて日程調整等にご協

力をお願いいたします。 

 

２ お願いしたいこと 

【区連長】 ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします 

      連合定例会等での個別説明について、日程調整等のご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 
 

【単位会長】単位会長あてに資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ 配布資料 

  横浜市都市計画マスタープラン泉区プラン改定に向けたアンケートチラシ（Ａ４サイズ・両面） 

  

（参考：アンケートに関する補足） 

・アンケート項目は、回答者の年代や最寄り駅等の基本情報に加えて、区のよいところ（魅力）、

区の気になるところ（課題）、将来どんなまちになったらいいか（まちの将来像）等です。 

・アンケート結果概要は、令和８年度末に泉区ホームページにおいて公表予定です。 

 

資料 10 

泉 区 連 長 会 資 料 
令和８年 10 月 19 日 
泉 区 区 政 推 進 課 

・後日、区政推進課職員から地区連長様に個別にご連絡の上、実施日時・場所、 

所要時間等について、ご相談させていただきます。 

・連合定例会の場をお借りする場合は 15分程度を想定しており、プランの概要と 

改定の目的、アンケートの趣旨・内容等のご説明と、プラン等に関する意見交換 

等をさせていただきたいと考えています。 



４ 都市計画マスタープラン泉区プランについて 

(1) 都市計画マスタープランとは 

  都市計画マスタープランとは、都市計画法に基づく「市町村の都

市計画に関する基本的な方針」です。横浜市では、「全体構想（全市

プラン）」と「地域別構想（区プラン）」で構成されています。 

  泉区プランは、横浜市都市計画マスタープランの地域別構想とし

て、区の特徴や課題を踏まえた将来像とまちづくりの方針を示し、

区民、事業者、行政などが共有・連携して地域に根ざしたまち 

づくりを進めるための指針です。 

 

(2) 区プラン改定にあたって 

横浜市をとりまく環境や社会情勢が変化し、まちづくりの方向性を見直す時期にあることから、

令和７年の全市プラン改定に合わせ、時代に即したプランとなるよう区プランを改定します。 

  今回の区プラン改定では、18 区ごとに作成していたこれまでの構成を見直し、市域を４エリア

に分けた「エリア別方針」と 18の「区別計画」の２部構成とします。 

 

(3) エリア別方針と区別計画について  

ア エリア別方針 

    複数区にまたがる取組や地域課題を踏まえ、民間開発等を適切に誘導することを目的に、市 

街地整備事業や都市施設の整備などの都市計画に関する方針を示します。土地利用の特徴や、暮 

らしの実感に基づく鉄道沿線等の生活圏ごとの４エリアに分けて作成します。（泉区は西部エリ

ア） 
 

イ 区別計画 

区ごとの現状や課題、緑・歴史といった特徴や魅力等を踏まえ、きめ細やかなまちづくりの 

取組を様々な主体とともに展開することを目指し、将来像や重点的な取組、都市計画に関する方

針を示します。 

 

(4) 今後のスケジュール 

  令和９年度の素案公表に向けて、地域の皆様から広くご意見をいただく取組を実施します。 

 アンケートでいただいたご意見は、主に「区別計画」作成の参考とさせていただきます。 

  

 

 

 

 

 

 

【担当】泉区区政推進課 野村、門脇  

   Tel：800‐2332 Fax：800‐2505 

泉区プラン 

地域別構想（区プラン）のスケジュール 



泉区の好きなところや

こんなまちになったらいいなを

聞かせてください♪

令和９年１月31日（日）まで

問：泉区区政推進課 まちづくり調整担当

TEL：800-2332  FAX：800-2505

電子申請・届出システムから回答

※裏面のアンケート用紙での回答も可

回答はこちらから！

「横浜市都市計画マスタープラン 泉区プラン」は、区の魅力や課題を

踏まえ、将来の区の姿やまちづくりの方向性を示す計画です。

ぜひアンケートで皆さんの声をお聞かせください。

（横浜市電子申請・届出システム）

泉区マスコットキャラクター

いっずん

横浜市都市計画マスタープラン 泉区プラン

※本画像は生成AIにより作成されたイメージです





 

 

 

 

地区連合自治会町内会長 様 

自治会町内会長 様 

 

泉区区政推進課長 

 

深谷通信所跡地中央広場活用イベントの開催について【情報提供】 

 

 １ 趣旨 

   平成 28年 10月にオープンした「深谷通信所跡地中央広場」において、広々としたはらっぱを活用

し、様々な啓発のためのイベントを開催いたしますので、情報提供いたします。 

     なお、本イベントは泉区制 30周年記念事業の一環としてスタートし、今年で 10年目を迎えます。こ 

の節目をもって今回が最後の開催となります。フィナーレを飾る企画として、第１回開催時にもご出演

いただいた岡津太鼓の皆さまによる迫力ある演奏を披露していただきます。 

 

２ お願いしたいこと 

   【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。  

    【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ 開催概要 

（1）開催日時 

令和８年 11月 28日（土） 午前 10時から午後２時まで（雨天中止） 

（2）会場 

    深谷通信所跡地中央広場 

（3）開催内容 

・防災関連（起震車体験、防災クイズ、防災啓発 等） 

・スポーツ健康関連（スポーツ体験等） 

・横浜グリーンエクスポ・脱炭素関連（エクスポ PRパネル展示、ぴったり５３０ゲーム等） 

・岡津太鼓による演奏披露・体験コーナー 

・その他（障害者団体・周辺地域団体による軽食・小物販売 等） 

 

  ４ その他 

イベント同日、会場隣接地において、泉区制40周年記念事業実行委員会主催の熱気球搭乗体験を実 

施します（区内在住又は在学の小学生が対象）。御参加には事前申込みが必要で、申込みフォームにて

10月末まで受け付けております（広報よこはま泉区版10月号にも掲載しております）。 

 

 

 

 

 

泉区区政推進課 

担当：野村、門脇、小松  

   Tel：800‐2331 Fax：800‐2505 

泉区連長会資料 

令和８年 10 月 19 日 

泉区区政推進課 

資料 11 

◀当区ウェブページ 

※申込みフォームへのリンクを掲載しております 

（申込みフォームは 11月以降、リンク切れとなります） 

 





 

 

自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金の受付再開について 

 

１ 趣旨 

令和８年４月１日から申請受付を開始した「自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金」に

つきまして、予算額に達したため受付を停止しておりましたが、受付を再開することとなり

ましたので、ご案内いたします。 

自治会館・町内会館の脱炭素化に向けた取組をご検討されている場合は、募集要領をご確

認のうえ、ご活用いただきますようお願いいたします。 

 
 

２ お願いしたいこと 

  【区連長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。 
 
 

３ 申請期限 

  令和８年 12月 25日（金） 

  ※受付再開は 11月２日（月）となります。 
 

1 0 月 区 連 会 説 明 資 料 

令 和 ８ 年 1 0 月 1 9 日 

泉 区 地 域 振 興 課 

資料 12 
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〇
自
治
会
館

令和８年４月発行

自治会町内会館の脱炭素化を応援します！

対象団体

申請期限

自治会町内会（地区連合町内会を含む）会館を所有している※

まで

横浜市 会館脱炭素

令和8年 金10月30日 金

60万円
補助上限額

130万円
補助上限額

対象
製品

対象
製品 エ ア コ ンエ ア コ ン

いずれかの実施でも申請ができます。
※断熱窓：会館の状況により、補助基準に合う
製品が見当たらない場合はお問合せください。

200 万円
補助上限額

合算で

断熱窓など断熱窓などLED照明器具LED照明器具

省エネ性能
4.0

LTE-R0211

省エネ性能
2.4

ARC-R0409

断熱窓
太陽光
発電設備 蓄電池

電球形 LED ランプのみの
交換も対象

統一省エネラベル省エネ性能
★2.4 つ以上

家庭用

業務用

対象製品の要件、申請手続き等
の詳細は「募集案内」をご確認
ください。

対象
製品

※会館を自己所有していない場合や、集合住宅等の集会所を活動の拠点と
している町内会等も補助対象となる場合があります。
詳しくは募集案内をご確認ください。

統一省エネラベル：家電の省エネ性能を分かりやすくラベルで表示したもの。星の数が多いほど省エネ性能が高いことを表しています。

APF省エネ基準達成率

目標年度2027年度 ％

この製品を１年間使用した場合の目安電気料金

円

ARC-R0409

○○○

○○,○○○

○.○

目安電気料金は、東京の外気温度を前提に算出していますが、使用する地
域により異なります。外気温度の他にも使用条件（設定温度、使用時間、
住宅性能等）や電力会社等により異なります。
使用期間中の環境負荷に配慮し、省エネ性能の高い製品を選びましょう。

4.0
省エネ性能

・統一省エネラベル省エネ性能★４つ以上
・省エネ型製品情報サイト未掲載の場合
トップランナー基準達成製品

※予算上限に達し次第、申請受付を終了します。

トップランナー基準達成製品

（トップランナー基準達成製品）

横浜市は 2030 年度までの
温室効果ガス排出量 50%
削減を目指しています

横浜市  自治会町内会館
脱炭素化推進事業補助金

令和８年12月25日までの整備完了報告が対象

�
�補

助
率

令和８年度も

蛍光灯は令和９年末で製造廃止予定のため、
今後品薄となることが予想されます。
今のうちに LED への交換をご検討ください。

01231127
線

01231127
テキストボックス
11月２日(月)の受付再開後、申請期限は
12月25日(金)までに変更となります！


01231127
線

01231127
テキストボックス
※令和９年２月末までの整備完了が対象



導
入
効
果

設備導入後、アンケートや普及啓発の取組に協力いただくことがあります。

エアコン 断熱窓LED 照明器具
年間 CO₂排出量

手
続
き
の
流
れ

出典：スマートライフおすすめBOOK2023年度（2012年製品の年間消
費電力量部分）
※今回の対象製品（令和 6年１月時点）の平均値との比較
※年間電気代は、年間消費電力量に電力料金目安単価 31円 /kWh（税込）
を乗じて算出
※電力のCO₂排出係数は 0.45kg-CO₂/kWhで算出

出典：民間事業者が一般公開しているシミュレーションによる
※躯体の断熱性能は、リフォームの場合は昭和 55 年省エネ基準適合レベル
でそろえて算出
※年間電気代は、年間消費電力量に電力料金目安単価 31 円 /kWh（税込）
を乗じて算出
※電力のCO₂排出係数は 0.45kg-CO₂/kWhで算出
※戸建て、窓 10枚で算出した数値

出典：スマートライフおすすめBOOK2023年度（蛍光灯シーリングライ
トの年間消費電力量部分）
※今回の対象製品（令和 6年１月時点）の平均値との比較
※年間電気代は、年間消費電力量に電力料金目安単価 31円 /kWh（税込）
を乗じて算出
※電力のCO₂排出係数は 0.45kg-CO₂/kWhで算出

１台あたり 冷暖房費削減効果
（施工前との比較）

１台あたり

約38kg削減！
年間電気代

年間消費電力量（kWh/ 年）

約2,600 円 おトク！

蛍光灯
シーリングライト

LED
シーリングライト

136
kWh

52
kWh

年間 CO₂排出量

約53kg削減！
年間電気代

年間消費電力量（kWh/ 年）

約3,700 円 おトク！

901
kWh 783

kWh

年間 CO₂排出量

約340kg削減！
年間電気代

約23,600 円 おトク！
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申請書提出・問合せ・訪問アドバイザー事前予約

事業実施主体：横浜市市民局地域活動推進課

外からの熱をシャットアウト
中の涼しい空気を逃さない

外からの冷気をシャットアウト
中の暖かい空気を逃さない

20232012

※一定条件のもと、住宅での使用を想定したものであり、自治会町内会館の実際の使用状況により、導入効果は異なります。

夏 冬

建築士が会館を訪問し、設備導入の際の工事内容、付帯工事の有無、
注意点に関するアドバイスを実施（１時間程度）。
相談・訪問にかかる料金は無料です。
※ 訪問する建築士は、横浜市が契約をしている事業者です。現地訪問は、調整の上、土・日曜日、
祝日も可能。ただし、アドバイザー派遣まで、２週間ほどお時間をいただきます。

※ 事前の調整なしに、横浜市の派遣により事業者が訪問することはありません。
※ アドバイザーは、特定の事業者を紹介することはできません。

横浜市住宅供給公社 街づくり事業課

電話 045-451-7740
E メール　

※おかけ間違いにご注意ください
※ご来社の際は、事前にご予約ください。
yokohama-shoene@yokohama-kousya.or.jp

事務委託先

受付時間
平日 9:00～17:00

申請方法 :
Ｅメール･郵送･委託先の横浜市住宅
供給公社の窓口への持参（予約制）

申請期限 :
令和８年 10月 30日（金）

なお、見積徴収・契約する事業者は
横浜市内の事業者である必要があり
ます。「募集案内」を必ずご確認くだ
さい。

アドバイザー派遣のご相談

01231127
テキストボックス
12月25日(金)

01231127
テキストボックス
令和９年２月26日



地区連合自治会町内会長 様 

自治会町内会長 様 

泉区泉土木事務所副所長 

泉区制 40 周年及び横浜グリーンエクスポデザインマンホールふたの設置について 

１ 趣旨 

今年の泉区制 40 周年を記念し、区制 40 周年記念ロゴマーク「いっずん」をデザイン

したマンホールふたを区内４か所に設置します。 

あわせて、各設置場所を巡ってふたの写真を撮影された方に景品をプレゼントする発

見ラリーイベントを 10 月下旬から実施します。詳細は、記者発表や区ホームページ、広

報よこはま 11 月号等でお知らせします。 

また、横浜グリーンエクスポ開催に向けた機運醸成の取組として、「トゥンクトゥンク」

のデザインマンホールふたを泉区内 20 か所に令和９年３月までに設置する予定です。 

２ お願いしたいこと 

  【区 連 長】ご承知おきください。 

  【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

  【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

3 デザイン 

【泉区 40 周年記念「いっずん」 

デザインマンホール】 

区連会 10 月定例会説明会資料 

令 和 ８ 年 １ ０ 月 １ ９ 日 

泉 区 泉 土 木 事 務 所 

資料13 

裏面あり 

【横浜グリーンエクスポ 「トゥンク

トゥンク」デザインマンホール】



 

4 設置場所 

（１）区制 40 周年記念「いっずん」デザインマンホール 

・泉区役所前 

・ゆめが丘ソラトス前 

・立場駅前 

・阿久和川 憩いのまほろば 長屋門前 

 

（２） 横浜グリーンエクスポ「トゥンクトゥンク」デザインマンホール 

   ・泉区内鉄道駅前 計９つ （泉区内各駅近くに１つずつ） 

   ・小、中学校周辺 計６つ （いずみ野小学校、上飯田小学校、中和田南小学校、 

義務教育学校緑園学園、岡津中学校、中和田中学校） 

   ・多くの区民利用のある公共施設周辺 計５つ （泉スポーツセンター、ふれあいの

まほろば、しらゆり公園、境川遊水地公園、地蔵原の水辺） 

 

泉土木事務所 下水道・公園係 

担当：上原、石井、坂本 

電話 045-800-2536/FAX045-800-2540 

メール：iz-doboku@city.yokohama.lg.jp 



泉土木事務所管内工事箇所図

■主な工事を記載しました。
（工事が決まり次第、各担当者から町内会⻑にご報告いたします。）
■上記に記した工事は予定であり、中⽌、延期、変更する場合があります。
■工事の予定箇所についても、大まかな範囲であり着色部分をすべて施工するとは限りません。
■工事の通し番号は年度の切り替えのため新たに付け直しています。

凡 例

道路工事

下水工事

公園工事

河川工事

①浸水対策
中和田雨水幹線整備工事

資料１４

②浸水対策
中田南雨水幹線下水道整備工事

⑦浸水対策
栄処理区新橋地区下水道整備工事(その３２)

②市道和泉町第449号線
道路改良工事（その３）

⑥耐震化
栄処理区等災害時救
急病院泉区内流末枝
線管きょ耐震化工事
（R7-1）

⑧⽼朽化対策
⻄部処理区泉区内下水道取付
管再整備工事（Ｒ７－５）

⑨⽼朽化対策
⻄部処理区泉区内下水道取付
管再整備工事(Ｒ７－４）

⑩⽼朽化対策
⻄部処理区
泉区内下水道再整備
工事（取R7-3）

⑪浸水対策
⻄部処理区泉区内下水道再整備工事
（Ｒ７－2）

⑪泉区緑園三丁目ほか
１か所舗補修工事

（令和８年１０月１９日時点契約中の工事件名）

⑤⽼朽化対策
栄処理区泉区内下水道再整備工事（Ｒ７－１）

施工中

準備中

施工中

施工中

準備中

準備中

施工中

準備中

①阿久和川河道安全
対策工事（その６）

⑫泉区三ツ俣橋ほ
か１橋修繕工事

⑬泉区中田東三丁目地内
ほか１所舗装修繕工事



その他 1

泉区連長会資料
令和8年10月19日

火災状況
泉 区 内

令和８年 令和７年 増△減

1 3

火災件数 25 19 6

△ 2

6

3

令和８年９月30日現在

0

火災種別

建物火災 15 9

193

航空機火災 0 0 0

船舶火災 0 0 0

林野火災 0 0 0

その他火災 9 7 2

車両火災

たばこ 7 3 4

泉区内 主な火災原因 令和８年 令和７年 増△減

損害
程度

負傷者 7 4

死者 0 0

焼損床面積（㎡） 305 112

4 △ 1

こんろ 3 3 0

電気機器 5 3 2

資料15

1,449

急病 5,228

救急状況
泉 区 内

令和８年 令和７年 増△減

上記以外の火災原因

救急
種別 一般負傷 1,336 113

救急出場件数 7,544 7,484 60

5,260 △ 32

交通事故 222 258

下和泉地区 1 しらゆり地区 0

和泉中央地区 4 中田地区 5

その他 645

緑園地区 0 上飯田地区 5

630 15

中川地区 2 富士見が丘地区 5

地区連合別火災発生状況

連合名 件数 連合名

泉消防署

泉区　火 災 ・ 救 急 状 況
※ 数値や火災原因項目は速報値のため、変更になることがあります。

※ 主な火災原因の中には調査中のものがあり、翌月以降、変更になることがあります。

和泉北部地区 0 いちょう団地地区 0

新橋地区 2 上飯田団地地区 0

件数

△ 36

5 6

配線器具 2 0 2

放火（疑い含む） 3
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